



































分から 2 次元の振幅調整により目標とする 2 方向応答スペクトルに適合する地震動を作






て、 MSS (Multi Shear Spring)モデルとファイバー要素によりモデル化された RC 円形
断面柱の静的解析を実施し、２方向復元力特性を検討している。弾塑性２方向復元力特
性を扱うため、水平面内の荷重ベクトルと変位ベクトルのなす角として定義される PLA
（Pase Lag Angle）に着目し、これらの構造モデルは既往の RC 柱の実験で得られた物
と同様の特性を有していること、および 2 方向載荷時の荷重-変位関係の基本特性を十




















第 7 章では、これまで提案した複数の 2 方向応答スペクトル適合入力地震動を用いて
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４． 20 階建て免震建物の 3 次元立体骨組モデルの２方向応答スペクトル適合入力地
震動による地震応答解析の事例では、２方向独立の復元力を有する免震方式の
構造物が、２方向入力地震動の影響が相対的に小さいことを見出した。耐震設
計上有利な構造の解明に大きく貢献する成果であると考えられる。 
 本論文は、土木構造物や重要構造物の地震時安全性の向上に直結する、より合理的な
耐震性能評価手法の確立につながる技術を提供するとともに、さらに耐震構造の理論お
よび実務設計技術にも重要な貢献となるものであり、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、令和１年８月１９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請
者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
